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ソーシャルワークにおける就労支援
～学会＆研修会参加助成金制度を利用して～



１．私が就労支援研修に参加した理由

２．研修会の報告

３．学会＆研修会参加助成金制度
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１．私が就労支援研修に参加した理由

▶どのように支援すればいいか

▶どこまで踏み込んでいいのか

▶誰と話をすればいいのか

▶どのように話を進めればいいのか

▶どこまでの配慮をお願いできるのか



2019年度 ソーシャワーク スキルアップ研修

「ソーシャワークにおける就労支援」

【開催日】2020年1月25日(土)10時～17時

【会 場】KFC Hall 2nd(東京都)
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① 就労の意義・現状・課題

② 両立支援の政策的動向

③ 産業医の役割

④ 就労支援の実際と社会資源
(脳卒中・がん)

２．研修会の報告
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人はなぜ働くのか

人それぞれに働く理由がある
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がん患者・経験者の就労状況

現在も勤務している

依願退職した

解雇された

休職中である

その他

病気になっても

自分らしく活き活きと働き、
安心して暮らせる社会の構築

国立がん研究センターホームページより引用し作成
https://ganjoho.jp/public/index.htm 引用文献2013年がんと向き合った4054人の声(がん体験者の悩みや

負担等に関する実態調査報告書)より作成
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仕事で怪我することや病気になることを防ぐ

職場環境改善など仕事を人に合わせる
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訪問等による直接的連携

文書による間接的連携

本人への支援による間接的連携本人への支援による間接的連携

自分で調整することの

限界到来の見極め



ソーシャルワーカーに

求められるのは伴走型支援



１．ソーシャルワーク実践そのもの
特別なものではない

２．最後まで見届けられないことが多く、
繋いでいく意識を持つ

３．ソーシャルワーカー単独では行えず、
様々な人を巻き込んでいく

就労支援を行うソーシャルワーカーの心得



５．患者(家族)の力を信じ、
必要以上の手助けする人にならない

６．どう生きていくか
生きていきたいかを一緒に考える

４．他の機関・多職種と繋がっていく

就労支援を行うソーシャルワーカーの心得



本日の内容

１．私が就労支援研修に参加した理由

２．研修会の報告

３．学会＆研修会参加助成金制度



【対象者】

★ソーシャワーカー経験10年未満の協会員

★所属機関から研修費や旅費が出ていないこと

【支給内容】

★九州圏内(大分県を除く)…15000円を助成

★九州圏外…30000円を助成

※助成金利用者は学術研究大会での伝達発表が必要

３．学会＆研修会参加助成金制度



申請書記入
↓

事務局へ送付
↓

理事会にて審査
↓

審査結果報告

0972-63-8404

３．学会＆研修会参加助成金制度



ご清聴ありがとうございました


